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田I和Bg ち去
A
叩の業産と緑とワb

二巳
主
円

ー
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
l

『
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

十
月
(
日
か
ら
，
赤
い
羽
根
共
同
募
金
'

が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
し
め
く
く
り
と
し
て

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間

，
歳
未
た
す
け
あ
い
連
動
d

が
実
花
さ
れ
ま
す
。

吋
で
も
十
月
一
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

協
力
し
因
母
・
常
・
永
駅
前
て
泉
町
長
や
社
協
理

事
ら
が
、
通
勤
者
や
通
学
客
に
赤
い
羽
根
を
配

り
、
募
金
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

朝
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
間
帯
・
て
し
た
が
、
通

勤
・
通
学
客
の
み
な
さ
ん
は
、
時
J

ぴ
掛
け
に
笑

顔
、て
答
え
、
募
金
に
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

児
童
・
障
害
者
・
老
人
福
祉
や
生
活
保
護
な
ど

，
み
ん
な
の
福
祉
H

に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
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国
母
七
丁
目
の
一
部
の
地
権
者
四
十
人
?

の
同
意
を
得
て
、
六
十
年
十
月
に
準
備
小

組
合
を
発
足
、
約
三
年
計
画
で
事
業
に
昨

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

判

総
事
業
費
は
、
五
億
六
九
五
六
万
九

ψ

千
円
、
面
積
六
万
七
二
ベ
ー
平
方
メ
1

卜

4

見
在
ま
都
市
化
の
時
代
と
い
わ
れ
、

リ

/

吟

三

、、〉

ル
で
、
平
均
減
歩
率
は
二
四
・
五
二
千
都
市
に
人
や
車
カ
増
加
し
、
従
来
の
道

弟
、
中
央
部
分
に
二
千
十
九
平
方
メ
l

叶
路
で
は
そ
の
機
能
が
ま
ひ
状
態
と
な
っ

ト
ル
の
神
屋
公
園
(
児
童
公
園
)
を
建
叶
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
地
の
供
給

設
し
、
幹
線
道
路
は
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
叫
が
不
十
分
で
、
住
宅
・
商
庖
・
工
場
な

と
県
道
市
川
大
門
線
を
縦
貫
。
中
央
叫
ど
が
混
在
し
、
公
共
施
設
の
不
備
な
場

通
り
線
(
幅
員
十
二

m)
、
区
画
道
路

4

斤
へ
ど
ん
ど
ん
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い

叶

-F

(
同
八

m
・
六

m)
を
走
ら
せ
、
歩
道
や
ま
す
。
乙
の
ま
ま
の
状
態
が
続
き
ま
す

部
分
は
、
カ
ラ
l
タ
イ
ル
の
カ
ラ
フ
ル
小
と
、
や
が
て
生
活
環
境
の
極
め
て
悪
い

な
色
彩
感
覚
と
街
路
樹
の
植
栽
、
分
離
叶
市
街
地
と
な
る
乙
と
は
明
ら
か
で
す
。

帯
ブ
ロ
ッ
ク
、
カ
ラ
l
フ
ェ
ン
ス
を
設
昨
こ
う
し
た
無
計
画
な
宅
地
化
(
い
わ

け
、
モ
ー
ル
街
的
要
素
を
備
え
て
い
る
。
叶
ゆ
る
ス
プ
ロ

l
ル
現
象
)
が
進
ん
で
い

ま
た
、
「
神
屋
地
区
ま
ち

c
つ
く
り
協
刈
る
地
域
や
、
す
で
に
生
活
環
境
が
悪
化

定
」
に
よ
り
西
刊
し
て
い
る
地
域
で
は
、
道
路
、
公
園
、

側
三
・
三
ヘ
ク
い
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
し
、

タ
l
ル
を
商
業
吟
生
活
環
境
を
改
善
す
る
乙
と
が
必
要
と

ゾ
1
ン
、
東
側
叶
な
り
ま
す
。

約
一
二
二
へ
ク
叶
そ
乙
で
町
で
は
、
こ
う
し
た
無
秩
序

タ
ー
ル
を
商
住

川
な
市
街
化
の
拡
大
を
未
然
に
防
ぎ
、
住

ゾ
l
ン
と
し
て

N

み
よ
い
ま
ち
、
つ
く
り
の
た
め
、
昭
和
町

商
業
を
中
心
と
小
都
市
基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
街
化
区

し
た
調
和
の
と
叶
域
内
の
未
開
発
な
地
域
を
中
心
に
、
土

れ
た
計
画
的
な
叶
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち

c

つ
く
り
を
吋
女
町
内
の
区
画
整
理
事
業

進
め
て
い
る
。
刈
①
押
越
第

一
地
区
(
施
工
町
年
1
日
年
)

今
後
は
、
来
刊
②
大
林
地
区
(
同
日
年
1
日
年
)

年
三
月
ま
で
に
い
③
押
越
第
二
地
区
(
同
印
年
1
臼
年
)

登
記
な
ど
事
務
仲
④
西
条
神
屋
地
区
(
同
印
年
i
m
年
)

手
続
を
済
ま
せ
叶
⑤
紙
漉
阿
原
地
区
(
同
位
年
1
臼
年
)

て
組
合
を
解
散

ψ

※
な
お
、
西
条
・
西
条
新
田
地
区
、
清

す
る
予
定
で
す
o

N

水
新
居
地
区
で
は
、
現
在
調
査
中
で
す
。
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業
…

... ，一"

困
ヨ
J
川
甲
府
市
・
昭
和
町
神
屋
土
地
区
画
整
理
組
合
(
理
事
長
、
佐
野
川

晴
間
区
一
川
精
一
氏
)
で
は
十
月
十
四
日
、
本
地
区
内
の
神
屋
公
園
で
こ
の
区
川

町
副
町
刷
斗
1
4
e

川

副
田
F
一
一
川
画
整
理
事
業
の
完
成
を
祝
い
竣
工
式
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。
川

建
一
川
式
典
に
は
、
泉
町
長
は
じ
め
、
地
権
者
や
議
会
議
員
、
農
協
、
…

藤
一
王
者
ら
約
百
人
が
出
席
し
て
、
公
園
内
の
一
角
に
造
ら
れ
た
シ
ン
川

A

町
唱
…
…
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
除
幕
し
完
了
を
祝
い
ま
し
た
。
…

司
咽
岨
掴
四
戸
一
+

区
…ω…

 

区…地
…

屋…神…条
…

両…

区
画
整
理
事
業
の
必
要
性

公
共
施
設
の
整
備
改
善

H

ー
宅
地
の
利
用
増
進

商
業
ゾ
ー
ン
も
建
設

と
の
事
業
は
、
地
区

内
の
農
地
が
約
八
割
を

占
め
、
北
側
に
接
す
る

昭
和
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
た
乙
と
に
よ
り
無
秩

な
宅
地
化
が
進
行
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
と
か
ら
、
土
地

所
有
者
が
主
体
に
な
り
道
路
や
水
路
、

公
園
な
ど
を
整
備
改
善
し
、
町
の
表
玄

関
と
し
て
健
全
な
都
市
機
能
を
も
っ
た

市
街
地
と
し
て
、
発
展
さ
せ
て
い
く
も

の
で
す
。

わ

'惨
各
関
係
者
が
一
堂
に
出
席
し
て

盛
大
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

-つよ

組
合
は
、
西
条
神
屋
地
区
と
甲
府
市

し報

甲府市・昭和町神屋土地区画整理事業完成図

広

〆!米



(
J

潤
い
と
活
力
に
満
ぢ
だ

伺
一
位
と
風
稀
あ
る
が
ま
ぢ
M
H

宕
〈
J

乙
の
日
は
、
推
進
委
員
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
た
あ
と
、
泉
町
長
が
「
急
激

な
開
発
K
対
応
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
新
し
い
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
己

と
協
力
を
お
願
い
す
る
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
続
い
て
第

一
回
の
協
議
会
が
聞
か

れ
、
会
長
・
副
会
長
の
選
出
を
し
、
今

後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

わ

企推進委員一人ひとりに泉町長から

委嘱状が手渡された。

-つ

置設
町
で
は
九
月
二
十
二
日
、
役
場
新
会
議

'p-
室
で
新
し
い
ま
ち
ず
つ
く
り
推
進
協
議
会
を

J

設
置
し
、
泉
町
長
か
ら
推
進
委
員
十
五
名

ハ
ソ
込
三
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

4
.

甲
府
市
に
隣
接
す
る
本
町
は
、
年
々
人

〈
詮
関
口
が
増
え
都
市
化
が
進
む
な
か
、
住
宅
や

ぷノ

A
3一
"
道
路
と
い
っ
た
生
活
環
境
な
ど
の
多
く
の

、
}

h
品
州
問
題
を
か
か
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

宇

J
Zそ
こ
で
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応

ま
隼
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
六
十

、
、
〈
、

1
三
年
度
ま
で
の
二
年
計
画
に
よ
り
、
行
政

い
陸
と
民
間
と
さ
体
と
な
り
将
来
を
展
望
し
、

〆

』

司
J

，
潤
い
と
活
力
に
満
ち
た
個
性
と
風
格
あ
る

Y
L

新
し
い
ま
ち
、
つ
く
り
を
推
進
す
る
乙
と
を

好
刈
目
標
に
新
し
い
ま
ち
つ
く
り
推
進
協
議
会

3
7

を
設
置
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
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次
の
方
々
が
推
進
委
員
一

の
み
な
さ
ん
で
す
一

I
l
l
1
1
1
1
(敬
称
略
)
し

新
し
い
ま
ち

c

つ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

。
山
口
国
光
(
上
河
東
)

O
荻
野
栄
(
河
東
中
島
)

O
鷹
野
ゐ
つ
乙
(
河
東
中
島
)

井

上

武

(

上

河

東

)

塩
沢
登
(
西
条
一
区
)

清
水
厳
(
西
条
二
区
)

高
野
順
子
(
上
河
東
二
区
)

鷹
野
高
子
(
飯
喰
)

田

代

孝

(

押

越

)

豊
川
富
士
江
(
河
西
)

成
田
豊
昭
(
築
地
新
居
)

萩

原

孝

(

河

西

)

松
浦
章
夫
(
紙
漉
阿
原
)

宮
本
康
雄
(
清
水
新
居
)

肥

后

富

雄

(町
商
工
会
所
長
)
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11、
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開得税務専が

一回密お@@~お
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ご
存
じ

で
す
か

-・・・・.... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ・..... ... ・・.... ... ... ... ... ... ... 

-・・所得税の負担軽減状況......

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
今
国
会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

得

税

所サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
中
心
に

負
担
を
軽
減

中
堅
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
中
心
に
、
税

負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
た
め
、
最
低

税
率

一
0
・
五
郊
の
適
用
範
囲
が
、
乙

れ
ま
で
の
課
税
所
得
「
五
十
万
円
ま
さ

の
三
倍
「
百
五
十
万
円
ま
で
」
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

課
税
所
得
で
百
五
十
万
円
と
い
う
と
、

夫
婦
と
子
供
二
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

場
合
、
年
収
約
四
百
七
十
七
万
円
に
な

り
ま
す
。

さ
て
法
の
改
正
に
よ
っ
て
私
た
ち
の

所
得
税
は
ど
の
く
ら
い
負
担
が
軽
く
な

る
の
か
|
|
。
夫
婦
と
子
供
二
人
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
を
例
花
、
給
与
収
入

~夫婦と子供 2人のサラリーマン世帯の場合~

現行

所得税
|日..， 
% 

14.9 

1，000 

務
倣出

努
勿J
山

800 

10.3 

GOO 

G.4 

soo 

4.8 

120，40.7% (・1''1:品川二)

400 

2.6 

60 

30 

万

巴01 f1uzm 

給与 J!5(入 300万円

隠滅傾 1.7万円

90 

別
に
見
る
と
上
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま

す。
な
お
、
所
得
税
の
減
税
は
六
十
二
年

分
の
所
得
か
ら
実
施
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
十
月

1
十

二
月
分
は
源
泉
徴
収
で
、
一

1
九
月
分

は
年
末
調
整
で
行
わ
れ
ま
す
。

マ
ル
優
な
ど

利
子
課
税
制
度
の
見
直
し

老
人
、
母
子
家
庭
な
ど
の
み

利
子
非
課
税
に

マ
ル
優
、
郵
貯
、
特
別
マ
ル
優
そ
れ

ぞ
れ
三
百
万
円
ず
r
つ
に
つ
い
て
は
、
六

十
五
歳
以
上
の
老
人
、
母
子
家
庭
、
身

体
障
害
者
な
ど
の
人
々
に
対
す
る
利
子

非
課
税
制
度
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

一
般
の
利
子
に
つ
い
て

は
、
一
律
二

O
第
(
国
税
分
一
五
第
、

地
方
税
分
五
形
)
の
税
率
で
、
源
泉
分

離
課
税
が
行
わ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
実
施
は
、
昭
和
六
十
三
年
四

月

一
日
か
ら
で
、
そ
れ
以
降
の
期
聞
に

対
応
す
る
利
子
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
る

と
と
に
な
り
ま
す
。

〈
注
〉
特
別
マ
ル
優
H

少
額
公
債
利
子

非
課
税
制
度
。
母
子
家
庭
日
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
で
あ
る
被
保
険
者
の
妻
、

寡
婦
年
金
受
給
者
な
ど
。
身
体
障
害
者

H
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
。
分
離
課
税
H
各
種
の
所

得
を
合
計
し
て
税
額
を
計
算
す
る
総
合

課
税
に
対
し
、
ほ
か
の
所
得
と
切
り
離

し
、
個
別
に
税
額
を
計
算
す
る
乙
と
を

分
離
課
税
と
い
い
ま
す
。
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昭和町ギネスチャンピオン (敬称略)

よし報広

一
叩
秒
の
「
壁
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

【
百
メ
ー
ト
ル
競
争
】

A
女
小
野
原
久
仁
子
(
清
水
新
居
)

幻
秒
間
的

A
男
山
田
太
一
(
押
越
)

お
秒
仰

B
女
望
月
理
恵
(
築
地
新

居
)
問
秒
同

B
男

田

中

喜

仁

(
上
河
東
)
日
秒
丸

C
女

深

沢

ゆ
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築
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仁
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哉
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二
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(
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B
級
リ
ー
グ
ト
h

西
条
新
田
、
、
完
巴

西
条
ニ
区

B

Y

G

勝
/
-

昭
和
六
十
二
年
度
町
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
十
月

一
日
を
最
終
に
す
べ
て

終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
両
リ

ー
グ
と
も
最
後
の
最
後
ま
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

A
級
リ

ー
グ
で
は
九
戦

全
勝
の
西
条
新
田
ク
ラ
ブ
ヘ
監
督
・
三
谷
友
男

氏
)
が
、

B
級
リ
ー
グ
で
は
七
勝
二
敗

一
分
で

西
条
二
区

B
i(監
督
・
内
海
実
氏
)
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
に
よ
り

B
級
リ
ー
グ
上
位
三
チ

ー
ム
が

A
級
リ
ー
グ

K
昇
級
し
、

A
級
リ

l
グ

下
位
三
チ
ー
ム
が

B
級
リ
ー
グ
と
入
れ
替
わ
り

来
期
の
リ

J
グ
戦
が
競
わ
れ
ま
す
。

A級リーグチーム

容上iOJ 条西新

中 昭 上西 ラ阿
成 績、

島 和 河 条
ビ 原

チーム名

Eヲ 回クブ7 

クク
東 一

ククー

717 ラ区
ブ7ー部7 ト
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ラビット ele .。.。@I@ 41 5 0.444 17 6 

」旦原クラブ 0・0・0・O・@I¥ 514 0.555 19 4 1-15 

勝

H
O
3
点

負

UN--点
分

u
u
O
Z
点

不
戦
負
け
U
H
X
A
a
点
※
同
率
の
場
合
は
得
失
点
余
に
よ
る
。

B級リーグチーム

ク 西
y清.)< 条西 西喰飯7 

築米 和昭河 日

エリ 条 地 山
成 績

ス ー
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*
赤
ち
ゃ
ん
、
な
ぜ
泣
く
の
?

ー
初
め
て
お
田
さ
ん
に
な
ら
れ
た
方
ヘ
ー

AA級リーグで優勝を飾った西条新田クラブ

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

小
児
病
棟
看
護
婦
長

口
の
き
け
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
泣
く
こ
と
で

(
何
か
を
し
て
も
ら
い
た
く
て
)
訴
え
て
き
ま

す。
初
め
て
の
お
母
さ
ん
は
経
験
が
な
い
た
め
、

泣
い
て
い
る
意
味
が
つ
か
め
ず
オ
ロ
オ
ロ
す
る

ば
か
り
、
時
に
は
赤
ち
ゃ
ん
と
一
諸
に
泣
き
た

く
な
る
乙
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
乙
で
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
時
に
泣
い
て
訴

え
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
先
づ
、
お
し

つ
こ
ゃ
う
ん
ち
で
お
尻
が
汚
れ
た
時
に
よ
く
泣

き
ま
す
。
二
ヶ
月
位
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
歌

の
文
句
に
も
あ
る
よ
う
に
『
オ
ッ
パ
イ
飲
ん
で

ね
ん
ね
し
て
、
お
し
っ
こ
し
て
う
ん
ち
し
て
;

:
』
の
繰
り
返
し
で
す
。
そ
れ
以
後
に
な
り
ま

す
と
、
消
化
吸
収
能
力
が
整
う
た
め
、
お
し
つ

こ
ゃ
う
ん
ち
の
回
数
は
減
っ
て
き
ま
す
。
頻
回

の
お
む
つ
交
換
ほ
ん
と
う
に
大
変
で
し
ょ
う
。

夜
だ
け
吸
収
力
の
よ
い
紙
オ
ム
ツ
を
使
う
の
も

一
案
か
と
思
い
ま
す
。

飲
ん
だ
ば
か
り
な
の
に
す
ぐ
泣
く
・
吸
い
つ

い
て
離
れ
な
い
・
体
重
が
増
え
な
い
等
の
場
合

は
、
母
乳
が
不
足
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
愛
育
会
の
先
輩
や
保
健
婦
さ
ん
な
ど
に
相

談
し
て
、
ミ
ル
ク
を
補
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

体
に
異
常
が
あ
っ
て
泣
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
せ
も
や
お
で
き
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
?
。
お

熱
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
乙
ん
な
時
は
、
ぐ
ず

り
泣
き
を
し
ま
す
。

文
、
五
ヶ
月

1
八
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
多
い

の
で
す
が
、
間
欠
的
に
激
し
く
泣
き
、
便
に
血

液
が
ま
じ
っ
て
い
る
場
合
は
、
腸
重
積
と
い
う

病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
乙
の
時
は
、
す
ぐ
医

看
護
部大

本す

久
米
子

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

四
1
五
ヶ
月
を
過
ぎ
る
と
、
夜
は
た
っ
ぷ
り

眠
り
、
八
ヶ
月
頃
に
は
夜
中
ま
と
め
て
眠
る
ペ

ー
ス
に
な
り
ま
す
。
と
乙
ろ
が
夜
中
に
急
に
泣

き
出
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
は
、
そ
の
日
の
赤
ち
ゃ
ん
の
一
日
を
振

り
返
っ
て
み
て
下
さ
い
。
人
混
み
の
中
に
連
れ

て
行
か
な
か
っ
た
か
?
遠
出
を
し
な
か
っ
た

か
?
文
、
運
動
不
足
の
時
も
夜
泣
き
を
し
ま

す
。
寝
ぼ
け
る
乙
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

夜
お
そ
く
帰
っ
て
き
た
お
父
さ
ん
が
、
眠
っ

て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
を
起
し
た
り
、
夜
中
に
お
風

巴
に
入
れ
る
乙
と
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
赤
ち

ゃ
ん
の
ぺ
l
ス
を
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
お
母
さ
ん
の
愛

情
で
す
。

よ
く
自
立
心
を
養
う
と
か
、
抱
き
ぐ
せ
が
つ

く
か
ら
と
言
っ
て
、
ね
か
せ
っ
ぱ
な
し
に
す
る

方
が
お
ら
れ
ま
す
。
が
、
程
々
と
お
考
え
下
さ

お
腹
が
す
い
て
い
な
い
か
、
お
む
つ
が
汚
れ

て
い
な
い
か
、
喉
が
か
わ
い
て
い
な
い
か
な
ど

心
く
ぼ
り
を
細
や
か
に
し
た
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
し
っ
か
り
と
抱
い
て
愛
情
を
伝
え
ま
し

ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
に
は
何
よ
り
も
安
心
感
が
必

要
で
す
。

又
、
お
母
さ
ん
に
イ
ラ
イ
ラ
を
起
さ
せ
な
い

よ
う
ご
家
族
皆
様
の
ご
協
力
が
大
切
な
こ
と
は

申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
み
ん
な
で
力
を
合
せ
て
、
健
康
な
赤

ち
ゃ
ん
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会



続

郷

土

誌

『築
地
河
原
そ
の
二
』

• 

わ

承
前
|

|
国
破
れ
て
山
河
あ
り
と
は

終
戦
時
を
思
う
に
つ
け
て
よ
く
言
っ
た

も
の
だ
と
思
う
。
大
方
の
都
市
は
焦
土

〈

J'
〈

と
な
り
、
農
業
以
外
の
産

一
，
、

九

業
は
壊
滅
し
て
し
ま
っ
て

…
ぬ
F

…

失
業
と
浮
浪
者
が
あ
ふ
れ

十
川
d
h
る
国
土
へ
、
復
員
軍
人
や

~
h
'
ヲ
外
地
が
ら
の
引
揚
者
が
戻

、
ー
っ
て
来
た
。
戦
争
中
か
ら

.
の
物
資
欠
乏
に
加
え
て
、

d

住
む
の
に
家
が
な
く
、

着

.

h

・

の

み

着
の
ま
ま
の
国
民
も

よ
M

先
づ
喰
う
乙
と
だ
け
は
欠

内
企
か
せ
な
か
っ
た
。
餓
え
た

一
斗

qふ
国
民
は
先
づ
食
を
求
め
た

二
Jν
い

の
で
あ
る
。
米
が
札
束
に

ん・1

~

優
先
す
る
乙
と
は
前
図
書

主

管

い

い
た
。
農
業
が
百
姓
が
職

品
吋
日
~

業
と
し
て
羨
望
の
眼
で
眺

E
E八
め
ら
れ
た
の
は
、
国
破
れ

て
山
河
あ
り
の
、
終
戦
時

の
数
年
間
を
惜
い
て
な
い
。
農
家
の
子

弟
も
乙
の
時
ば
か
り
は
や
る
気
に
な
っ

た
り
、
農
家
の
後
継
ぎ
の
衿
待
も
持
っ

た
の
で
あ
る
。
日
本
の
復
興
は
焦
土
と

な
っ
た
国
土
を
耕
し
て
食
糧
を
得
る
乙

と
か
ら
初
ま
っ
た
。

接
収
篠
項
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
ば
か

り
思
っ
て
い
た
「
不
用
時
に
は
元
の
耕

作
者
に
返
す
」
と
い
う
項
が
息
を
吹
き

か
え
し
た
。
放
っ
て
お
く
訳
は
な
い
。

つよし報広( 7 )昭和 62年 12月 1日発行
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沢

八

十

一

元
か
ら
の
開
拓
者
達
は
凡
そ
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神
だ
け
で
は
な
い
ユ
ー
ト
ピ
ア

(理
想
)
マ
ン
で
も
あ
る
。
彼
等
は
そ

乙
に
夢
や
ロ
マ
ン
を
乙
め
た
農
業
、
農

家
の
姿
を
求
め
て
、
自
分
達
の
手
に
戻

っ
た
広
大
な
築
地
河
原
に
立
ち
向
っ
た
。

平
ら
な
飛
行
場
に
描
く
未
来
図
は
奔
放

に
自
由
に
線
が
引
け
た
。
道
路
、
水
路

そ
し
て
二
戸
毎
の
耕
地
の
中
心
に
住
居

納
屋
を
建
て
た
。
一
方
、
国
で
は
引
揚

者
や
失
業
帰
農
者
に
よ
っ
て
開
拓
組
合

が
結
成
さ
れ
、
可
能
な
限
り
の
出
や
高

冷
地
が
掘
り
起
さ
れ
入
植
し
て
行
っ
た
。

そ
の
国
の
奨
励
方
針
に
も
便
乗
し
て
、

盆
地
の
中
心
の
平
担
地
に
異
例
と
も
言

え
る
開
拓
組
合
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

(
乙
の
開
拓
地
は
ど
乙
も
日
本
の
復
興

と
共
に
下
山
脱
落
者
が
相
つ
ぎ
、
現
在

県
下
で
成
功
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
富

士
豊
茂
の
二
千
頭
の
乳
牛
飼
育
し
て
い

る
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
)
そ
し
て
築
地
河

原
に
は
幸
運
に
も
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
が

現
れ
た
。
伊
勢
町
の
竹
の
鼻
に
あ
っ
た

農
林
高
校
が
戦
災
で
焼
か
れ
、
そ
の
す

ぐ
隣
の
竜
王
町
に
移
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。
古
武
士
的
農
業
高
校
の
校
長
と
言

わ
れ
た
望
月
義
光
氏
が
、
大
量
の
生
徒

の
人
海
戦
術
で
石
を
拾
い
。
滑
走
用
に

敷
い
た
赤
土
と
砂
を
天
地
返
し
し
て
実

習
甫
場
を
つ
く
っ
た
。
赤
土
と
砂
を
混

ぜ
る
乙
と
は
理
想
の
耕
土
条
件
で
あ
る
。

(
最
終
回
)

開
拓
組
合
も
学
校
と
競
合
す
る
よ
う
に

乙
の
必
死
の
天
地
返
し
に
努
め
た
。
ブ

ル
ド
ー
ザ

ー
も
な
い
全
く
の
人
手
労
働

で
み
る
み
る
学
校
も
開
拓
地
も
理
想
の

「
乳
と
密
の
流
れ
る
郷
」
と
な
っ
て
行

そ

き
い

く
。
米
、
麦
、
果
樹
、
ザ
疏
菜
あ
ら
ゆ
る

作
物
が
可
能
と
な
り
、
本
田
を
追
い
抜

く
勢
い
を
誇
示
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
朝
鮮
動
乱
を
契
期
と
し
た

日
本
の
産
業
、
経
済
の
復
興
、
そ
の
後

の
神
武
・
岩
戸
景
気
の
波
は
第

一
次
産

現
在
は
、
広
大
な
敷
地
に
有
力
企
業

が
立
ち
並
ぶ
釜
無
工
業
団
地

業
分
け
て
農
業
を
後
進
性
の
あ
る
職
業

と
し
て
見
返
る
者
も
な
い
産
業
に
変
え

て
し
ま

っ
た
。

日
本
列
島
改
造
論
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
施
策
の
波
が
ま
た
ま
た
築
地
河
原

へ
押
し
ょ
せ
た
の
で
あ
る
。
国
母
に
次

ぐ
工
業
団
地
の
話
が
出
た
時
、
開
拓
農

民
分
け
て
も
若
者
に
は
あ
の
天
地
返
し

ゃ
ユ
ー
ト
ピ
ア
農
業
の
夢
も
消
え
か
か

っ
て
い
た
。
幾
多
の
曲
折
は
あ

っ
た
も

の
の
、
既
に
皆
さ
ん
が
ど
承
知
の
よ
う

に
、
二
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
約
三
十
億

の
投
資
に
よ
っ
て
工
業
団
地
と
し
て
県

に
買
収
さ
れ
た
。
買
収
は
国
か
ら
耕
作

者
(
三
十
戸
)
に
一
旦
払
い
下
げ
ら
れ

た
上
で
県
が
買
収
し
た
。

一
反
三
八

O

円
で
国
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
、
県
は
反

四
O
O
万
円
で
買
い
取
っ
た
。
そ
の
異

常
価
格
差
乙
そ
は
開
拓
精
神
、
開
拓
努

力
に
努
め
た
農
民
の
血
と
汗
に
対
す
る

報
償
と
い
う
べ
き
か
。

さ
て
、
開
拓
地
の
人
々
が
立
ち
退
い

て
企
業
の
入
居
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ

た
時
、
乙
ん
ど
は
例
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界

が
不
況
の
ド
ン
底
に
低
迷
し
た
。
凡
そ

十
年
か
か
っ
て
日
本
は
そ
の
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
脱
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

築
地
河
原
も
元
の
草
原
に
戻
っ
て
入
居

企
業
は
零
だ
っ
た
。
狐
が
出
る
話
も
だ

が
、
そ
の
十
年
間
に
築
地
河
原
に
は
二

つ
の
霊
気
楼
現
象
が
起
っ
た
。
山
梨
医
科

大
学
と
国
体
会
場
で
あ
る
。
二
っ
と
も

誘
致
合
戦
の
末
、
玉
穂
と
小
瀬
に
落
ち

つ
い
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
だ
が
、
県

は
乙
の
時
工
業
団
地
と
い
う
使
用
目
的

を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
十
億

の
投
資
々
金
を
医
大
や
国
体
会
場
資
金

に
肩
替
り
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
乙
れ
に

首
を
従
に
ふ
ら
な
か
っ
た
の
が
、
わ
が

昭
和
町
の
時
の
行
政
選
択
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
医
大
は
玉
穂
へ
、
国
体

会
場
は
小
瀬
へ
と
県
の
三
十
億
投
資
は

そ
の
ま
ま
に
実
現
し
た
。
然
し
わ
が
町

は
乙
れ
で
県
へ
迷
惑
を
か
け
た
の
で
は

決
し
て
な
か
っ
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
立
ち
直
っ
た
日
本
の
企
業
が
た
ち

ま
ち
に
最
初
の
目
的
通
り
に
進
出
し
て

来
て
現
在
の
有
力
工
業
団
地
と
し
て
埋

め
尽
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中

央
高
速
道
、
昭
和
、バ
イ
パ
ス
と
交
通
の

便
の
よ
い
乙
と
、
国
体
会
場
は
富
士
の

よ
く
見
え
る
所
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
と
い
う
県
の

希
望
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ

乙
に
国
母
と
共
に
交
付
税
不
交
付
町
村

と
し
て
の
巨
大
な
財
源
と
な
っ
た
釜
無

工
業
団
地
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
医

療
学
園
、
或
い
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
実
現
し
な
か
っ
た
乙
と
へ
の
見
方
は

色
々
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
功
罪
は
後

世
の
人
々
へ
の
批
判
に
ま
か
す
乙
と
と

し
て
乙
の
連
載
を
終
る
。

(愛
読
多
謝
)

果
樹
農
業
構
造
調
査
は
、
果
樹
栽
培

の
実
態
を
調
べ
て
、
果
樹
栽
培
農
家
の

経
営
の
安
定
を
は
じ
め
果
実
の
需
給
対

策
や
果
樹
栽
培
の
振
興
計
画
等
、
こ
れ

か
ら
の
果
樹
農
業
の
発
展
の
た
め
の
行

政
施
策
に
役
立
つ
基
礎
的
な
資
料
を
整

備
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る

統
計
調
査
で
す
。

調
査
補
助
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ど
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

役
場
経
済
課
よ
り
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女
河
東
中
島
区
図
書
館

風間千種ちゃん
(西条一区)

S 62. 1.21生

砂

(

父

)

風

間

勝

(

母

)

は

れ

み

名
前
の
由
来
た
く
さ
ん
の
幸
せ
の
種
を
運
ん
で
く
る
よ
う

に
と
、
パ
パ
が
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
だ
や
か
な
心
を
持

っ
て
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

h

p

(

父

)

土

屋

正

和

(

母

)

裕

子

名
前
の
由
来
女
の
子
ら
し
い
、
や
さ
し
い
響
き
の
名
前
を

と
、
つ
け
た
も
の
の
男
の
子
と
間
違
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
ワ
ン

パ
ク
ぶ
り
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て
ね
。

わ-つよし報広

土屋沙織ちゃん
(清水新居)

S62. 1.10生

矢崎孔明くん
(上河東ニ区)
S 62. 1. 9生

h
F
(
父

)

矢

崎

正

美

(

母

)

竹

実

名
前
の
由
来
困
難
な
乙
と
に
遭
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
観
点

か
ら
物
事
を
考
え
て
、
自
分
の
力
で
解
決
で
き
る
人
聞
に
な

れ
る
こ
と
を
願
い
つ
け
ま
し
た
。

…⑨ 
…⑧ 

…⑧ 
'⑧ 

…⑧ 
…⑧ 

…⑨ 
…
@
 

一
本
を
貸
り
て
行
き
ま
す
。
利
用
す
る
子
ど
も
は
少
な
い
で
す
が
、

一
毎
週
楽
し
み
に
通
っ
て
来
ま
す
の
で
ほ
っ
と
救
わ
れ
る
思
い
で

一
す
。

一
も
っ
と
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

…
ま
す
。
多
く
の
万
に
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に

一
も
、
新
刊
書
(
特
に
児
童
用
)
の
講
入
を
お
ね
が
い
し
、
又
設

一
置
場
所
に
つ
い
て
も
他
区
の
よ
う
に
公
会
堂
等
の
一
部
を
使
わ

一
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

…
一
坪
図
書
館
を
開
館
す
る
動
機
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
す
が
、

一
一
人
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
本
が
好
き
な
子
ど
も

一

の

相

手

を

し

て

い

き

吋

刷

l

一アユ中

…

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

雪

…
貸
出
し
日
は
、
毎

E

'
週
日
曜
日
。
時
間
の

二

て

'

国

定

は

特

に

あ

り

ま

一

寸

l

一

せ

ん

の

で

み

な

さ

ん

明

一

一

お

気

軽

に

ど

利

用

下

限

一

.
さ
い
。

一行-
至

h
F
車
庫
を
利
用
し
て
の
一
坪
図
書
館
。
個

人
運
営
な
ら
で
は
の
貸
出
し
風
景
で
す
。

中
島
区
の

一
坪
図
書
館

は
昭
和
五
十

七
年
七
月
に

開
館
し
五
ヶ

年
を
経
過
し

ま
し
た
。
毎

週
日
曜
日
は

近
所
の
子
ど

も
た
ち
が
や

っ
て
来
ま
す
。

机
の
上
に
あ

れ
乙
れ
本
を

出
し
て
は
読

み
、
自
分
の

気
に
入
っ
た

惣
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
惣

し
て
冬
の
ウ
エ
イ
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
サ
ー
キ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
と
て

配

)

も

厳

し

い

も

の

で

し

た

。

↓

け

で

も

今

で

は

そ

の

高

校

時

レ

(

代

も

良

い

思

い

出

で

す

。

で

ん

卜

F

)

ま
た
そ
う
感
じ
る
の
は
自

初
計
居
転
車
が
好
き
だ
か
ら
だ
と

は

泰

新

か

一

時

思

い

ま

す

。

つ

井

ぽ

現

在

は

大

学

へ

進

学

し

、

凡

主

自

転

車

競

技

部

に

入

っ

て

企

い

ま

す

が

、

や

は

り

大

学

の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
今
ま

薗

盟

国

語

呂

す

グ

で

以

上

の

練

習

を

し

な

い

と
上
位
に
入
る
乙
と
は
と

自
転
車
競
技
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
て
も
難
し
い
で
す
。

中
学
の
頃
に
や
っ
て
い
た
サ
イ
ク
リ
ン
近
頃
、
自
転
車
競
技
、
特
に
ロ

l
ド

グ
が
向
上
し
、
高
校
に
入
学
し
て
グ
か
レ

l
ス
が
よ
く
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に

い
じ
国
体
'
の
強
化
選
手
に
選
ば
れ
た
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
と
て
も

乙

と

か

ら

で

す

。

良

い

こ

と

だ

と

思

い

ま

す

。

自

転

車

は

高
校
時
代
の
三
年
間
は
自
転
車
づ
け
体
に
良
く
、
ま
た
年
齢
・
性
別
に
関
係

で
し
た
。
自
転
車
競
技
は
個
人
競
技
な
な
く
で
き
る
の
で
、
も
っ
と
普
及
す
る

の
で
、
ま
ず
自
分
に
勝
た
な
け
れ
ば
相
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

手
に
も
勝
て
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
練
習
趣
味
か
ら
始
め
た
自
転
車
競
技
で
す

は
、
ロ

ー
ド
で
の
き
つ
い
上
り
坂
の
練
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

習
や
、
真
夏
の
炎
天
下
で
の
う
だ
る
よ
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
は
海
外
で

う
な
暑
さ
の
中
の
ト
ラ
ッ
ク
練
習
、
そ
レ

l
ス
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

-
-
h

ベ
ラ
ン
ダ
や
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
販
売
促
進
の
た
め
の
「
モ
ニ

町
~
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
。
」
と
か
「
見
本
工
事
だ
か
ら
半
額
に
す
る
。
」

克
法
と
い
っ
て
価
格
を
割
引
く
な
ど
消
費
者
の
心
理
を
巧
み
に
利
用
し

明
暗
て
契
約
さ
せ
て
し
ま
う
商
法
で
す
。

手
豆
一
乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も
割
引
く
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
近
隣
の
業
者

の
司
よ
り
割
高
に
な
る
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ーー
ド
ト
ur

ま
た
、
消
費
者
が
だ
ま
さ
れ
た
乙
と
に
気
づ
き
解
約
を
申
出
て

似
斗
も
解
約
で
き
な
か
っ
た
り
、
工
事
完
成
後
に
送
ら
れ
て
く
る
請
求

↑
め
，
書
な
ど
が
契
約
条
件
と
違
っ
て
い
る
例
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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わ

十
二
月
二
十
九
日
凶
か
ら
一
月
三
日

間
ま
で
、
役
場
業
務
は
休
ま
せ
て
頂
き

ま
す
。

た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
は
日
直
者
が

業
務
に
当
り
ま
す
の
で
御
承
知
下
さ
い
。

ま
た
、
総
合
会
館
と
温
泉
は
十
二
月

二
十
八
日
明
か
ら
一
月
四
日
開
ま
で
、

中
央
公
民
館
は
、
十
二
月
二
十
八
日
明

か
ら
一
月
三
日
間
ま
で
休
館
し
ま
す
の

で
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

一つよし報広

町
で
は
、
学
校
給
食
費
の
保
護
者
の

負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
本
年
九

月
か
ら
町
で
補
助
金
を
だ
し
て
お
り
ま

す。
小
・
中
学
校
と
も

一
人
当
り
月
額
三

六
O
円
の
補
助
で
、
三
校
で
年
間
約
五

四
O
万
円
の
補
助
総
額
と
な
り
ま
す
。

最
近
、
日
本
の
食
事
が
世
界
で
見
直

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
型
食
生
活

の
定
着
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
た

米
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
週
に
三
回
実

施
し
て
い
る
米
飯
給
食
を
、
十
月
か
ら

週
四
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り

( 9 )昭和 62年 12月 1日発行

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
皆
さ
ん
の

大
切
な
財
産
を
狙
う
「
空
き
巣
狙
い
、

ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
、
強
盗
」
な
ど
の

犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
防

ぐ
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月
十
日

ま
で
を
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
げ
」

期
間
と
し
、
警
戒
活
動
を
強
化
す
る
一

方
、
防
犯
協
会
や
民
間
の
防
犯
団
体
と

協
力
し
て
防
犯
診
断
や
特
別
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
や
職
場
で
も
防
犯
の
万
全
を

図
り
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

昭
和
警
察
官
駐
在
所
よ
り

受
付
期
間
:
:
:
六
十
三
年
一
月
十
六
日
f

)

三
十
日

昭
和
六
十
三
年
度
の
保
育
所
入
所
希

望
者
の
受
付
を
、
一
月
十
六
日
か
ら
三

十
日
ま
で
総
合
会
館
内
の
厚
生
福
祉

課
で
行
い
ま
す
。

入
所
申
請
の
受
付
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
四
月
に
新
し
く
入
所
さ
れ

る
者
、
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
者

に
つ
い
て
も
乙
の
期
間
内
に
手
続
き
し

て
下
さ
い
。

乙
れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明

会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
都
合
で
説
明
会
に
出
席
で
き
.

な
い
方
は
、
厚
生
福
祉
課
に
入
所
申
請

書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

申
請
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑨
入
所
で
き
る
基
準

A
V
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し

12月10日は1世界人権デーです。法務省と全国人

権獲護委員連合会では、毎年12H4臼から10日ま

での l週間を「人権週間Jと定め、国民の皆さん

lζ人権意識の普及高湯を呼びかけております。

今年の人権週間の重点目標は、次の 4つですか、

乙れを実現する ζ とは国民のすべての願L、です。

それぞれの趣旨を御理解いただき、お互いの人権

を尊重して明るい社会をっくりましょう。

l いじめ、体罰の般を絶とう

2 部落差別をなくそう

3 女性の地位を高めよう

4 障害者の完全参加と平等を実現しよう

公・……

・いじめ、体罰は、児童・生徒lζ対する重大な

人権侵害です。
.1人で悩まず、いじめ、体罰テレホン相談を

こ利用下さし、。

0552 -52 -7151 
0556 -22 -0148 
0554 -43 -4381 

合町人権擁護委員は次の方々です。

氏名 住 所

井口 等 西条 4286
雨宮筒弐 河東中島 2026
田中良夫 築地新居 629

1:I........ 

『特設人権身の上相談所』を開設します。

日時昭和田年 12月 15日(火)

午前 10時から午後 3時まで

場所玉穂町総合会館

n
u
Q
U
司

I

T
L
P
b
d‘
Q
u

・

-
!
ハ
U

A

U

1
4

F
E
円

L
n
L
n
J

F
t

一
一
一

i

e

p

h

u

ph
u

r

ヘu

ワ
t
n
i
勺

t

-

※相談は無料で秘密は厳守されます。

お気軽にζ利用下さい。

て
い
る
た
め
に
そ
の
児
童
の
保
育
を
す

る
者
が
い
な
い
場
合
。

-
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と
か
け
は

な
れ
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
場
合
。

-
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、
行
方
不

明
等
に
よ
り
保
育
す
る
者
が
い
な
い
場

ム
口
。

-
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ
っ
た
り
出
産
の
前
後
で
あ
っ

た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
児
童
の
保
育

を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

-
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が
い
つ

も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
て
、
そ
の

児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合
。

⑨
入
所
申
請
の
手
続

入
所
申
請
を
提
出
す
る
場
合
は
、
児

I
l
l
-
説
明
会
の
日
程
|
|
|

十ノ(日、水十一月ー) 十八(日金十二月) 十五(日火十二月) 寸四(日月十二月〉

日

程

書票 所保育常永 所保育原押 保育所和昭
所保

名育

保所育上東河 保所育常永 保耳押原 保=所同官 和昭 場所の会説明I

午後 7時附 富

童
一
人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所
申

請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す

る
書
類
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

川
給
与
所
得
者
(
常
勤
の
場
合
)

昭
和
六
十
二
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給

与
支
払
報
告
書
)
。
民
生
委
員
の
証
明

書
。
※
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
両
方

の
給
与
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

山
事
業
所
得
者
(
商
庖
経
営
等
)

昭
和
六
十
二
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
控
え
(
た
だ
し
、
確
定
申
告
書
に
つ

い
て
は
三
月
十
五
日
の
確
定
申
告
終
了

日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

ま
た
は
、
税
務
署
の
発
行
す
る
所
得

納
税
証
明
書
。
民
生
委
員
の
証
明
書。

附
給
与
報
告
書
の
と
れ
な
い
人

昭
和
六
十
二
年
度
町
民
税
及
、改
固
定

資
産
税
の
課
税
額
証
明
書
(
役
場
税
務

課
発
行
)
。
民
生
委
員
の
証
明
書
。

※
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
以
降
の

転
入
者
に
お
い
て
は
、
山

1
聞
の
書
類

は
前
住
所
地
の
市
町
村
民
税
の
納
税
通

知
書
ま
た
は
課
税
額
証
明
書
が
必
要
で

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
総
合
会
館
厚
生
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電

話

七

五
l

一
一
一
一
一

(
内
線
一

O
番
)

l

i

-

-

保
育
所
別
定
員
数

所保育上河東 保育所常永 保所育原伊 所保育和昭
所保

名育

上東河 河七西 越押八 条四西
所地在

四
1¥ 八

八五

名
ー名ト ー名ト 十名 定員

上河東 河西底地新築 原紙漉阿鍾東a 押阿[t 条新西聞条区西 仙岨聞白

| 河二東上 時飯金 新居清水条二区西 o 台
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話長当受話器喜安当受話受話受話受話受話交り

わ

よ

-つ

た、
よし

生

幸良

衛

広

健保~~受話受話受話営努

12月24日 (木)午後 1時--2時

総合会館

砂 I期・・・昭和60年 3月 1日~昭和60年 8月31日までの出

生児。

砂H期… I期3回を完了して l年から l年 6か月以内の

者。

‘砂昭和59年 9月 1日~昭和60年 2月28日までの出生児で

未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

。体温がはかつてないと接種できません。体温は必ずはか つてくださ

。問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてくださし、。

D 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

《つぎのような人は接種できません〉

l 発熱している者、または著しい栄養障害者。

2 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかか っている者。

3 はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の者。

4 インフルエンザ予防接種後2週間以内の者。

5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した者。

時

所

児当

日

場

該

実施日 受付時間及び地区 該 当 児 場所

12月 9日 午後 l時00分~ 昭和61年11月生まれ

(水) (常永地区) 昭和62年 2月生まれ 総合
午後 l時30分~ 会館

(西条地区)
12月 10日 午後2時00分~ 昭和62年 5月生まれ

(木) (押原地区) 昭和62年 8月生まれ

持 ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後2時30分ですのでご承知下さい。

手

日 時 12月12日吐)・ 26日比)

場 所 総合会舘

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象K血圧測定、尿検査、栄養指

導などを行~¥健康についての相談にお答えしていますのでお気軽

にお出かけください。

午前9時--11時30分

年末年始のし尿汲み取りについて

年末のし尿汲み取りは、 12月29日(火)で終了いたします。年始

は、 1月 6日(水)から通常業務となります。

なお、年末は業務が混雑いたしますので、早めに町指定業者lと依

頼して下さい。

.清掃申し込みはつぎの町指定業者へ

(有)中巨摩産業包73-2 1 5 7 

12月17日(木)

午後 1時--2時

総合会館

昭和59年 9月 1日~昭和59年11月30日までの出生児、

及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについての質

問票。

※尿検査がありますのでご承知おきくださし、。

実施日

受付時間

場所

該当児

持 ち物

日 時 12月18日(金)午前10時20分--10時25分

場 所 総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし」 また、猫の

場合は必ず麻袋などの丈夫な袋iζ入れてヒモでし っかり封をして

くだ‘さい。

*犬をお飼いのみなさまへ*

ζのととろ、飼い犬の放し飼いによる事故や苦情が増えています。

犬はクサりなどで飼う乙とになっていますので必ず守ってくださし、。

務
総
務
総
務
諮
問

冬
休
み
の
生
活
指
導
に
つ
い
て

務
総
務
総
務
総
務

間
も
な
く
冬
休
み
で
す
。
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
新
し

し
年
の
出
発
点
と
し
て
、
意
義
あ
る
冬
休
み
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
冬
休
み
は
家
族
み
ん
な
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
大
切
な
冬
休
み
を
有

意
義
に
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
十
二
月
は
、
一
年
の
締
め
く
く
り
の
月
で
す
。
節
目
を
意

識
し
、
け
じ
め
の
あ
る
生
活
と
時
間
を
大
切
に
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
年
一
年
を
反
省
し
、
新
年

の
目
標
達
成
の
糧
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

二
、
年
末
の
大
そ
う
じ
に
子
ど
も
た
ち
を
参
加
さ
せ
、
社
会
の
、

家
族
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

三
、
年
末
は
交
通
量
も
多
く
、
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
行
事
に
つ
い
て
そ
の
由
来
や
意

義
を
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

五
、
お
年
玉
の
あ
げ
方
に
は
、
細
心
の
心
遣
い
が
必
要
で
す
。

過
度
に
与
え
る
乙
と
な
く
、
健
全
な
金
銭
教
育
を
進
め
ま
し

ト
A
m
v
「
ノ
。

六
、
年
頭
K
当
た
っ
て
は
、
目
標
を
持
た
せ
、

立
て
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

百長話受話長塚謀長議長塚議長謀長謀長級紙多安当長級ヨ受話長級謀長話長級裁語録議長銀議長謀長議長級議長話長塚語長銀語長銀環器受話長議長銀議長話長級語録議長銀

|ぺ;ごぞんじですが.
，ぉ部作用被害投物品
、 てy.'くぞ

-・n 正 A司h』・・ 一.弘 、、
・この制度i立、 ‘元島ゥ祈--1.，ヲ~í嗣) ¥¥:竺J・告IJ度の仕組み
医 薬品語附被 F河川 刀燃を解説したパン
害救済基金主去に、ノ-l'いを守司t/，ァ 、ご¥文字IV'J 1フレツト及び請
基づく公的措IJ度 r一寸""v / r-I l求用紙を無料て

です。 お「送りします。

一
年
の
計
画
を

医薬品副作用被害救済基金企画課相談係

〒170東京都隻島区東池袋3-1-1サンシャイン6026階

%103-988-2101 (代表)
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失
敗
は
学
習
の
う
ち
、

《
失
敗
の
尊
さ
》

中
学
生
の
頃
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
乙
と
を
試
み
た
が
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
自
分
を
見
つ
め
(
自
己
発
見
)
、

自
分
は
何
を
す
る
の
が
よ
い
か
自
己
の

方
向
を
知
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
、

試
み
る
中
で
必
ず
失
敗
に
出
合
い
ま
す
。

よ一
t

「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
失
敗
を
し
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
多
く

の
乙
と
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、

失
敗
の
原
因
や
意
味
を
見
極
め
る
乙
と

が
必
要
で
し
ょ
う
。

子
供
の
失
敗
は
学
習
の
う
ち
、
大
人

の
失
敗
は
経
験
の
う
ち
と
考
え
れ
ば
、

失
敗
を
恐
れ
る
乙
と
も
、
ま
た
、
そ
の

失
敗
を
許
す
乙
と
も
で
き
ま
す
。
長
い

人
生
の
中
で
役
立
つ
よ
う
に
、
失
敗
の

結
栗
だ
け
で
判
断
し
な
い
ζ

と
が
大
切

で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
二
度
や
二
度
、

テ
ス
卜
の
結
果
が
悪
く
て
も
、
大
き
な

失
敗
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
毎

日
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
し
な
か
っ
た
結

果
で
あ
り
、

当
然
予
想
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
す
。
予
想
し
な
か
っ
た
結
果
で
あ

れ
ば
、
誤
算
で
あ
り
、
失
敗
と
い
え
る

わ-つし事長広(11)昭和 62年 12月 1日発行

そ
の
意
昧
を
考
え
よ
う
/

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
は
、
誤
っ
た
と
乙

ろ
、
失
敗
の
原
因
を
見
い
出
し
、
次
に

は
繰
り
返
さ
な
い
乙
と
で
よ
い
勉
強
に

な
り
ま
す
。
た
と
え
受
験
に
失
敗
し
て

も
、
そ
れ
が
長
い
人
生
で
は
自
分
に
と

っ
て
よ
い
方
向
に
導
か
れ
る
乙
と
も
あ

る
も
の
で
す
。

人
生
上
で
の
失
敗
は
、
平
常
私
達
が

気
づ
か
な
い
自
己
の
内
部
に
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
長
い
人
生
の
中
で
、
ど

れ
が
失
敗
か
成
功
か
は
わ
か
ら
な
い
乙

と
も
多
い
も
の
で
す
。
小
さ
な
失
敗
を

恐
れ
ず
、
失
敗
の
意
味
を
考
え
、
そ
れ

に
よ
っ
て
成
長
す
る
乙
と
が
失
敗
と
い

う
結
果
よ
り
大
切
な
乙
と
で
し
ょ
う
。

県
家
庭
教
育
資
料
よ
り

予

}
J

う
一
ほ
イ
ユ
川
稀

(
敬
称
略
)

年
毎
に
夢
抱
い
て
黄
金
の
吐
に
作
つ

小

沢

花

枝

吾
が
老
い
を
隠
す
鏡
に
冬
を
知
る

磯

部

玉

枝

思
案
橋
渡
れ
ば
明
日
が
透
け
て
見
え

柏
原
あ
き
子

扶
助
料
を
手
に
速
ま
わ
り
し
て
花

ら
ふ
貝
、
q
F

企押原中学校の学園祭より

向
聖子

満
ち
足
り
た
余
韻
を
そ
っ
と
旅
装
解
く

山
本
み
よ
子

幾
年
の

念
願
。十2
7 
床
柱

森
田

み
ず
ほ

円
高
に
乗
せ
て
旅
行
の
国
際
化

小

沢

春

男

生
命
を
守
る
米
価
に
大
不
満

森
田

嫁
つ
ぐ
一
娘
の
喧
を
母
の
方
が
さ
け

井

口

素

木

減
え
を
定
め
る
政
府
の
輸
入
米

矢

崎

竜

星
夏
子
一

狂
花

EEヨ
免
除
を
受
け
た
保
険

料
は
追
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

保
険
料
を
毎
月
納
付
す
る
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
乙
と
の

で
き
な
い
人
の
た
め
K
、
保
険
料
の
納

付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
槌
年

金
の
計
算
を
す
る
と
き
に
は
、
納
め
て

い
る
場
合
と
比
べ
て
、
三
分
の
一
し
か

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
ζ

で、

」追
納
と
い
っ
て
、
免
除
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、
あ
と
か
ら

納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

迫
納
は
、
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
乙
と
が
で
き
、
追
納
し
た
分

は
、
納
付
前
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

追
納
す
る
額
は
、
六
十
一
年
三
月
以

前
の
期
間
は
、
免
除
を
受
け
た
当
時
の

保
険
料
額
で
納
め
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
六
十
一
年
四
月
以
降
の
則
間

免
除
さ
れ
た
当
時
の
保
険
料

κ
一
定
の

加
算
初
が
つ
い
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

少
し
で
も
高
い
傾
の
保
険
料
を
受
け

る
た
め
に
も
、
生
活
が
安
定
し
た
ら
、

追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日昭
ま和.
で六

自主お
出年め

議空て
喧?と
Iう
三'
十

地

氏

名

中

川

成

実

佐
野
由
美
子

輿

石

正

熊
谷
よ
し
え

長
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二
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田
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西
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¥貌
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田
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大

渡

遺

智
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長
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深
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也

金
丸

起

也

吹
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車

弘

大
原
奈
々
美

雨

宮

美

奈

小
野
く
る
み

高
野
早
悠
里

磯

部

愛

山

本

諭

孝

小

林

竜

次

三

神

知

子

佐

野

佳

正

湯

口

弘

樹

加
賀
美
圭
佑

花

形

裕

紀

笹
之
池
香
奈

丸

尾

嘉

輝

新

津

瞬

深

沢

知

美

笠

原

卓

宮

崎

岳

陽

{工々て1i~身勺、Jヤ?

菊保
雅秀俊 善 和斤伸正謙健 芳保 明昭 政文晴喜四護
弘規 之 修稔 直紀 三 彦文三次信文雄久稔雄 彦 優臣夫夫夫郎者

西紙西上河西紙西河河押西上築清紙河西清上河上押西河

来 漉条河 条漉条 東 条 河 地 水 漉 東 条 水河東河 条 東 地

二阿二零 二阿ー 中 二零新新阿中 一 新里中里 新中区

区原区区西区原区西島越区区居居原島区居区島区越田島

~~てた，Y-J! 乙 令 包，



昭和 62年 12月 1日発行(12)

DECEMBER=師走(しわす)

り

げ

椿

ば

ん

女

ひ
れ
乙

一一一
一一一

鳥

花

木

の
の
の

町
町
町

わ-つよし幸良広

目白の乙よ汎

!lS7  

(水)I失翠52腎(総合会館PMl:00
行政相談(中央公民館PMl:0Q--

大安|昭和63年度保育所入所説明会
河東保育所P9参照j

婦人卜レ一二犠室(町民体育館)

3歳児健康診査(総合
親子スケート教室 CP
不用犬猫収集日(総合会館)
昭和63年度保育所入所説明会
(常永保育所 P9参照)
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歳末たすけあい運動 (~31 日)I (火)
年末年始特別饗成取締り期間
(-1Jl10日)

鉄の記念日・映画のu 友引

(木)
赤口

16 
心配ごと相談(総合会館PMl:00

行政相談(中央公民館PM1 :00--

(水)
先負

(金)

先勝

17 

18 
(木)
仏滅

2 

3 
(土)
友引19 

人権週間(-10日)I (金)
大安4 

至 (火)

赤口

冬

22 
(月)

友引ア
心配ごと相談(総合会館PMl:00
インフルエンザ追加(総合会館)
婦人トレーニング教室(町民体育館

(水)

先勝

皇太子誕生日

23 
えと(干支)押絵講習会
(総合会館AM10--PM 3 ) 

(火)

先負

乙と納め
針供養
大雪

8 
3種混合予防接種(総合会 ) 
押j京小・西条小・押原中終業式

(木)クリスマスイヴ配ごと相談(総合会館PMl:0Q

欲サービス(総合会館PMl:00 
健康診査(総合会館)
トレ」ニンクー教室(町民体育館)

査(総合会館〕

障害者の日 I (水)
身体障害者福祉過
間(-15日) 24 9 

友引仏滅

身体障害者県職員採用試験(県ボ
ランティアセンター)
押原小・西条小・押原中冬休み

談相康
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リ

(金)

先負

クリスマス

25 
(木)

大安

世界人権デー

10 

役場御用納め
総合会館及び視泉休館 (-1月4日まで)
中央公民館休館 (-1H 3日まで)

母子手帳交付及び一般健康相談
日(総合会館)
リハビリ教室(総合会館)

(金)

赤口11 

12 

(火)
先勝

(水)

友引30 
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14 

15 
年賀郵便受付開始

(木)

先負

年越し
大はらい
大晦日31 

<年末・年始のゴミ収集について>

※ 年末の可燃物収集日は、西条地区、押原・常永

地区とも12月29日が最終日ですので厳守して下さ

※ 年始は 1月6日(水)から平常どおり収集業務を

開始します。

不燃物(組大を含む)

毎週
火・金曜日

※11月から粗大ゴミ収集を実施しています。指定場

所については、 11月号の広報を参照して下さい。

※ 今月はゴミの量も一段と多くなる乙とが予想さ

れますので、ゴミの処理は早自にするよう心がけ

ましょう。

16日毎月

第 3水曜日

3日、 7目、 10日

14日、 17日、 21日

24日、 28日

毎 週
月・木曜日

23日毎月
第 4水曜日 (

3日、 7目、 10日

14日、 17日、 21日

24日、 28日

毎週

月・木曜日

西条一区
西条 二区

清 水 新 居

西条新田

越

河東中島

紙 漉阿 原

築地

飯喰

河西

上河東

上河東二区

9日毎月

第 271<曜日

物

1日、 4日、 8日

11日、 15日、 18日

22日、 25日、 29日

燃可区出
回4

・9


